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琉 球 土 壌 の 盤 北 学 的 性 質

第 2報 沖縄本島』ニ壌7)窒素吸収係数及
び燐酸吸収係数について

銘苅敏夫 ･稲嶺盛三郎 ･大域音信

(琉 球 農 業 試 験 場)

ま え が き

前報1)において輩者らは放牧2)らが分類した沖縄本島

二日薮の各土壌練における塩イUm里浸出pH,贋換酸度並

びに複軌酸性土壌に対するアルカリ添加畳とp･Hの変化

について報告した｡本報では土壌形相ljに窒素匪収係数燐

酸吸収係数を測定すると共に燐酸吸収塾について2,3検

討1したので報告する｡

実 験 方 ま麦

供 拭 土 塊

松坂らが沖鶴本島土壌断面調査に当たって書式坑採擬し

た土壌の中,9統以下の純については供託点数著多くし,

10枕,.12紙,14紙の穀積土壌では採取された金立唖, 9

統｣11枕,13洗,･ユ5練,17排の各紙ではそれぞれ11点,

lo虚,8点,2点,8点の試坑地点の土壌を供した.1- 8

枕の沖積土壌については各統名に採用された試坑地点費

含む2試坑地点の土壌を卦肝に供した｡･試坑地点数合計

121点一供試土壌合計283点であるO

蛮 素L吸 収 係 赦

風紀細立20gを採り2.5%燐酸ニアンモニウム液(pH7)

JOmlを加え,時 輯々とうして24時間経過後ろ過し,rこの

旅費10増に希しゃくして10mlを探り,キェルダール法

で安来密測定心.窺索吸収係数を瓢附した. ･(土壌100

塔に政治されるNmg数)O

生井 酸 吸 収 係 数

蕗昭己10陪に帝しゃくした液夜於に20倍に希しゃくし,

この渚から25mlを50m丑のメスフラスコに採りパナド

モリブデン酸法で発色させ日Ji:EPU-2A塑分光光度計

で2.0即 mのPヱ05諌僅対照液として PIO･Sを柳定して

燐轟吸収擁数を井出した (土壌100gに吸著されるPヱ05

Tng数 ).

1芦 酸 吸 収 型

ヨ姦二組旋軒 の桝繋

正周滞納･ら正確に1/50モルP205液を製し,種々の

瓢凱こ1J5NNaOH液と水を加え岬 の異な った1/100

モルPi･05･溶液にするo

決! 定 法

風乾紳士5gを採り上記1/100モル燐酸液100rnlを加え,

時 摂々とうして室温で24時開放鼠径遠心卦離し.この液

の10倍希しゃく液10mlを50mlメスフラスコに採りパナ

ドモlJブデン敵 で発色させ20ppmP205を対照液とし

卦光光度計で測定し..土壌に吸殻されたP205盈 (添加

PlOS塵に対する/CO')を算出したO

実 験 結果及び 考察

1..重義吸収係敬について

土壌が各種の塩基を吸憩保持することは古くから知ら

れ,これまで多くの研究がなされてきた.塩進駐換僻用

は士魂の negac五vechargeをもったSLurfacesの相性と

して理解 され るようになり,盛近 原田3)4)らは土塊の

negativechaJgeを発現する塩基吸潜基の特性について

詳細な研兜を行なったo即ちC.AH とN町 の共存策にお

いて,これら塩基の吹田溶出に対し腐他党血塊と鉱質土

塊が稗典的であることから,土確の鮎鳩惚換仲周密行な

うme的tlrvcchA柳 の主因を火別して椀抱による相磯

的ncgativecha聯 と鉱矧こよる触機的negacI,VCECha_

rgcとがあること督明らかにし,恥 こそれぞれのn脚 ,

tiザeChargeの'榊こむ色Jrな抑軌があり軸めて劉珊{･あ

ること哲軸俸している｡土撒桐で城跡;[勘揖胡桝 脳 する

ことは.鮎誠の蚊瀞出に相迎蟹きたし土塊の生威力に鹿

めて密接な関係がある｡

雑著らは沖舶来幽こし脚こついて二日酬 捌にV:lj!仁王輔弼

載法に耗づく 2･5,00/燐酸ニアンモ=ウム紋 (pH7)に

より襲来吸収係数削 り淀した｡ そeJ紙袋は雛1親にjL;げ

とおりであるO各紙別の洗場吸収係数故糟酔)に雄じて

卦痕したのが第2袋である｡
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統別t俄試土壁燐酸吸
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各土壌級別のN吸収係数の卦布 (形)

筋1糞及び第 21敦から明らかなように珊瑚石灰岩,泥灰

潜,古世紀石灰常を母材とする了ルカリ性土壁において

は一251以上がそれぞれ11統100･/oc/,12統96,cc',13統 100

/Qc/,15統100/Oo/,16統釦,oo'となって高い係数密示してひ､

る｡一方国頭牒層漉びに粘板著を母材とする酸性=出軌こ

おいては25,0以下を示すものがそれぞれ9統76%,10統46

‰ -17柿67%,18統6,2,%となって中程度の係数を示すも

のが多く,アルカリ性=L嬢と酸性土嫌では顕著な差輿を

6

示しているO

土執 こよるNHJの吸潜については土壌 の穫 軌 間

纏の禽塵,施基置換容塵等の内的要因と典に塩 基 飽和

皮,添加する了ン･モニウム塩の瞳類等の外的要因により

異なって くる｡供就された土壌については大部分が腐植

食射 せ｢無し｣或るいは ｢あり｣と判定されており第 2

敦に示した分布はこれら土壌の柵 勺な吸讃茎,塩基置

換容盈等に馨しい差があることを示しているL｡



銘苅･細 観 ･大 嘘 :琉球土盛の艶化学的性質 (2)

原田らは強酸塩としてNH;を添加した場合は弱酸塩と

して添加した場合に此敏してNHiの吸静塩が低く･各

塩類の間に大差がな(,文塩基飽和度の高いほど吸潜 丑

が多くなることを報告し,一方弱酸塩として酢酸アンモ

ニウムを添加した場合は塩基飽和度が低いほど吸着左折官

多く,リン酸-アンモニウムを添加した場合は塩基飽和

度により大差がないこと等随伴するアニオンの影響によ

りNHiの吸背恩及び様相が異なるこ とを報告してい

る｡

NHiの吸静宜は土塀の内的要因及び外的要因LILllより

支配されるので実殊の施肥にあた っては吸着丑を出来る

だけ多くするように考慮しなければならない｡即ち強酸

の盤数として施す場合は酸性土砂 こおいては特に塩基飽

和度を高めておく必要が ある｡これは鑑換基に対する

托十の吸潜力が CB+･Ll比硬して著しく強いた め酸性

土塊即ち塩基欠乏土成 ではNH盲の吸潜盛がきわめて低

くなる｡

2.醗酸t扱収係】虻について

可溶性燐酸が土成に添加されると燐酸はすみやかに吸

詔される｡土敬による燐酸の吸着は般雄であり大別して

置換体と非置換体に分けられる｡前者は元来土成が両性

的性質を有L negativechargeによる塩基置換を行な

うと同時に poslcivecharge による陰イオン笹換によ

67

る吸潜であり,後者は土塊中の主として鉄.7ルミナ,カ

ルシウムとの載溶性物質の形成によるものである｡そし

て土塊中の燐酸は置換体に属するものは少なく大部分が

非置換体に属し,土壌の燐酸の吸静には鉄,アルミナ,

刀/レシウムが主な役割を淑じているといわれている｡

土塊による燐酸の吸潜は燐酸肥料の肥効が低下する主

な要因となり,土壌間の燐酸吸竹丘の差異は生産力と関

連して土娘の特性の一つである｡供拭土壌についての燐

酸吸収係数の結果は第1表に示した｡第3敦は各統別の桝

敢吸収係数を標準5)に準じて卦敷 したものである｡

第1表及び第3表から7ルカリ性土壌と酸性土QLr･こおいて

顕著な差異のあることが示されている｡即ち11統一16銃

に属するアルカリ性土壌では751以上がそれぞれ11統100･

/oo',12統100,%.13統100,cc(,14統100/QC'.15統100/Qo',16

統100%となり高い係数を示している｡一方9,17,18枕

では係数750以下がそれぞれ89,cc'.76,%. 73,00/となって

｢中｣以下の土塊が多くなっている｡10続では ｢中｣以

下と ｢中｣以上に牲ぼ同様に分布しているのは敷操続

である 9枕との土性の相迎によるものと思われる｡珊瑚

石灰岩,泥択岩,古世紀右脚 を母材とする鉄筋土班

及び致崩穣土攻が高い係数普示しているのはこれら土壌

に含まれるカルシウムと難溶性燐酸塩の形成によるもの

と考えられる｡佐伯6)～ll)らの最近の研究ではpHの酸

性域における燐酸の吸静が鉄,アルミナに由来するもの

解3,教 各二土観緋別のPIOS吸収墜数の卦柵

等 ､こ - ､ 透

piOj収収除数 -:

120.1以上 非常に多い

951-1200 多い
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ニ
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であり,アルカ リ域における吸静ばか レシウムによる.こ 乗除の燐酸肥料の肥効私立壌反応により相遮することに

とが磁戊の万態で確かめられてひ､る｡ なるOこの･ことにつ,いては,更に今後伸物の生育等との

土塊坤の燐酸塩の閤 紳†pI恥こよ･り異なることは作物 給金的な換討に待つべきであるが, 一般に軌 アルミナ

による燐酸の吸収の鞍鼎にき弛めて襟接な関係があり, と線合した燐酸は件物に利鞘され難いとされており,醸

第 4畿 伊Hの変化と燐酸吸蔚鹿の関係
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第1岡 pHの変化と燐酸吸r押紙との関係
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変に検討したい｡

3.併散吸収型について

土確による燐酸の政府については pHとの関越におい
て考えなければならないので主管な緋の土矧こついて憐
酸吸収軌を調べたn第44ミ故び第1剛 ま土確5g･'.=吸耶され
た燐酸流を添加 した統酸爪 (142mgPL05)に刈するO.(
で 示 したものである｡

第 1脚 こおいて娼頗碑桝 (A) 及び粘搬潜を母材とす

る 土 壌 (B ) においては pHの低下にしたが って桝酸吸

前 脚 ま 次 第 に 輔 加 し ,pH3.4附近で殺市政和泊を示して

い る O 叉 了 ル カ 1)域 に お いて吸肝l.tが糊加しないのしとこ

れ ら =1･.域 に 介 よ れ る JJJレシ ウムが少ないたbI)と心かれ

る 弛 炊 肯 色 付 材 と す るごり持(C)で川1)ルシF'JムU)汁

J加 .'孝 い た め pH 6.5あたりかじplけ)州加とJlこい峻朋

)i切 †鰍 こ輔 加 している.刑瑚所収キ■日･)'18(∩)でuアル

カ リ 城 に お い て pH8.3あたりよでは帆TtJ'1Eの相加【ホ

し て い な い ｡これは馳炊ltH∴風JJ･ヒ服してjJJレシウム介

ま肋 †低 い ことを′】けものである｡I-J欄己の麟椴7'ンq:-こウ

ム 液 添 加 の棚針ま恥欄 艶色′たしとのであるがこれ(/i

N H iに より耶換きれたCaIlの輔加に由･火する榔打の

輔 加 と .g_I.われ冷,

要 約

土 耽 純分朔牧:.:より升臥された抑制̂ ･);比価について

nA ･.土 性調査法(2.5,00'燐酸-7ンモニウ人波,pl17)に

･A づ き苧#･吸収係数と燐較吸収係数酬 促すると抑~主

な 枕 に ついて燐酸吸収神 2々-3検討しナーnl)帝X･徴収係

数 に ついては,11線 12紙 13紙 14紙こおいては251

以 上がそれぞれ1CO,Qc'.96,%.100,cc',一oo,00',80'CQ'F't;Lつ

て 削 ､係数を示している｡9統一10桃,17線 18紙 おい

て ほ 250以下を示すものがそれぞれ76,cc'.4620',67'Q4',62'OQ'
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となって,中程度の係数密売すものが多い｡

2)燐酸吸収係数では,ll-16紙においては751以上が

それぞれ11雛100,cc',12統100%,13統100,Oof,14統100/ao/,

15統100,cc',】6統100,cc'となり高い係数を示している.一万

9紙,17紙 ,柑経では750以下がそれぞれ&9,cc/,76,%,73,%

となって ｢FFl｣以 fJの土歴が多く,10練では ｢申｣以下

と摘JJ以ヒに軌ぎ同株に分布している｡
3〕燐酸吸収潮では9紙,lo雛.17緋.18純の豊壌は

pHの抵下にしたがって解放吸着鄭 ましだいに増加し,

pH3.邸付近で娘荷敷愚見を示す｡一方14総の土壌はpH

6･5附近から pH の増加と共に政務虜が急に増加する0

12紙の士馳 まアルカリ域において pH 8.3附近まで吸竃

カモは糊加しない｡

ふ簸:教費行なうに当たり発頭な供鮎 二職を供寄下さっ

た腿排常遊楽鰯際研究所松坂雅明,同音羽道三,飽林省東

海近磯辺潮 親切出井茶光.戯林省九州厩薬試験場浜崎

新鹿の各氏に択射する.本実験開始より本稿の仕上げま

で終始脚数-'7:-1下さった琉球大学甜師当山観沓筏に感謝の

諒教戒するo又脚こ有益な鈍助富加 ､ただいた琉球模範

農機平野嵐 白石僻恋の間給電府按常に感謝する.未実

験迩軸 こ当たり終始変わらぬ御配恋をいただいた白魔尊

助与削尋.･刊r:ぴに御協力下さった宮城捗軌 大成盤秀の各

矧 こ感脚 ~るけな:rS幾晩の実施にh当たり,膚を接 ,大浜

判 ＼･新出,好広のT･軒の熱心な助力に対し, JE綿1ら御礼
を伸しrこげる 【
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